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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
Ｓ
Ｓ
 

「
亡
国
の
王
子
」

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
４
３
３
４
Ｏ

【
作
者
名
】

　
Ｗ
ｈ
ｉ
ｔ
ｅ
 

Ｓ
ｅ
ａ
ｌ

【
あ
ら
す
じ
】

　
超
短
編
小
説
。
あ
る
存
在
に
自
分
の
国
を
滅
ぼ
さ
れ
た
王
子
が
復
讐
を
誓
う
。
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（
前
書
き
）

は
じ
め
ま
し
て
、
Ｗ
ｈ
ｉ
ｔ
ｅ
 

Ｓ
ｅ
ａ
ｌ
（
和
名
：
シ
ロ
ア
ザ
ラ
シ
）
で
す
。

初
投
稿
に
し
て
一
応
僕
の
処
女
作
と
な
っ
て
ま
す
。

拙
文
は
大
目
に
見
て
も
ら
え
る
と
幸
い
で
す
。
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Ｓ
Ｓ
 

「
亡
国
の
王
子
」

そ
れ
は
悠
久
の
楽
園
の
、
刹
那
の
終
焉
。

日
が
墜
ち
、
夜
が
訪
れ
た
。

街
は
焼
け
、
城
は
崩
れ
た
。

信
仰
は
消
え
、
神
は
去
っ
た
。

御
使
い
は
堕
ち
、
魔
が
顕
れ
た
。

国
王
は
発
狂
し
、
忠
臣
は
処
刑
さ
れ
た
。

民
は
迷
走
し
、
兵
は
私
掠
を
始
め
た
。

―
―
―
―
―
―
全
て
の
原
因
は
、
あ
の
男
。

得
体
の
知
れ
ぬ
、
黒
衣
の
ダ
ー
ク
エ
ル
フ
。

七
罪
を
冠
す
る
、
邪
悪
と
堕
落
の
象
徴
。

今
の
私
に
“
ア
レ
”
を
弑
す
る
術
は
な
い
。

“
ア
レ
”
は
異
教
の
邪
神
に
連
な
る
モ
ノ
。

未
だ
人
た
る
私
に
敵
う
道
理
な
ど
あ
り
は
し
な
い
。

―
―
―
な
ら
ば
。

“
ア
レ
”
が
正
道
に
て
敵
わ
ぬ
邪
道
だ
と
い
う
の
な
ら
ば
。

私
は
魔
道
に
身
を
堕
と
し
、
そ
の
秘
奥
を
以
っ
て
“
ア
レ
”
に
追
随
す
る
。

そ
こ
に
迷
い
は
な
く
、
悲
し
み
も
な
く
、
未
練
す
ら
も
な
い
。

私
は
亡
び
た
国
の
狂
え
る
王
の
子
。
最
早
人
の
世
に
私
の
居
場
所
は
存
在
し
な

い
。
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私
に
残
さ
れ
た
も
の
は
、
た
だ
深
く
、
ひ
た
す
ら
に
昏
き
こ
の
復
讐
の
念
の
み
。

 
…
…
…
さ
て
、
着
い
た
。

王
立
図
書
館
跡
地
。

そ
の
地
下
最
奥
部
の
秘
匿
の
間
。

こ
こ
に
在
る
の
は
、
“
ア
レ
”
で
す
ら
解
放
を
避
け
、
し
か
し
処
分
も
で
き
ず

死
蔵
・
封
印
を
選
ん
だ
ほ
ど
の
禁
書
ば
か
り
。

だ
が
、
そ
の
殆
ど
に
用
は
な
い
。

私
の
目
的
は
た
だ
一
冊
。

こ
の
場
に
秘
匿
さ
れ
し
書
の
中
で
も
特
に
旧
く
、
桁
外
れ
に
強
力
な
神
代
の
魔

導
書
。

こ
の
世
の
誰
に
も
扱
え
ぬ
と
す
ら
言
わ
れ
る
異
法
の
書
を
手
に
取
る
。

―
―
―
―
―
―
願
わ
く
ば
。

我
が
手
に
よ
り
て
彼
の
怨
敵
に
滅
び
が
訪
れ
ん
こ
と
を
。

Ｆ
ｉ
ｎ
．
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（
後
書
き
）

よ
く
あ
る
感
じ
の
剣
と
魔
法
の
世
界
で
よ
く
あ
る
感
じ
の
悪
ボ
ス
キ
ャ
ラ
に
よ

く
あ
る
感
じ
の
王
国
を
よ
く
あ
る
感
じ
の
展
開
で
滅
ば
さ
れ
た
王
子
が
復
讐
を

誓
い
ま
す
。

こ
の
後
の
展
開
と
し
て
は
、
光
の
勇
者
ｗ
一
行
に
加
わ
っ
て
魔
王
的
な
存
在
と

な
っ
た
“
ア
レ
”
を
滅
ぼ
し
た
あ
と
、
何
も
告
げ
る
こ
と
な
く
い
ず
こ
か
へ
と

去
っ
て
い
く
と
い
っ
た
も
の
を
考
え
て
い
ま
す
が
、
ぶ
っ
ち
ゃ
け
小
説
に
す
る

気
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
の
妄
想
と
か
裏
設
定
と
か
、
そ
ん
な
も
の
で
す
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
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